石上真由子

1991年生まれ。2000年、ローマ国際音楽祭に招待される (8才)。2004年、京都芸術祭に出演。2005年、第59回全日本学生音楽ｺﾝｸｰﾙ中学校の部大阪大会第2位。2008年、第77回日本音楽ｺﾝｸｰﾙにて第2位、併せて岩谷賞(聴衆賞)、Ｅ・ﾅｶﾐﾁ賞を受賞。第4回京都私学振興会　文化スポーツ活動賞受賞。東京交響楽団、京都市交響楽団、仙台ﾌｨﾙﾊｰﾓﾆｰ交響楽団、大阪ﾌｨﾙﾊｰﾓﾆｰほか、多数のｵｰｹｽﾄﾗと共演。2009年、京都府民ﾎｰﾙｱﾙﾃｨでﾃﾞﾋﾞｭｰﾘｻｲﾀﾙ（17歳）、翌年、大阪のﾌｪﾆｯｸｽﾎｰﾙでﾘｻｲﾀﾙを行う（18歳）。佐渡裕とｽｰﾊﾟｰｷｯｽﾞｵｰｹｽﾄﾗ他にてｺﾝｻｰﾄﾐｽﾄﾚｽを務めた。ソロ活動の他、ｱﾙﾃｨ合奏団等でｱﾝｻﾝﾌﾞﾙでも活躍。肢体障がい児のためのﾐﾆｺﾝｻｰﾄや病院などでのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ演奏活動に励む。ﾓｯﾄｰは「音楽は世界を救う」。

新井覚、田村隆至、四方恭子、ｼﾞｬﾝﾋﾟｴｰﾙ･ｳﾞｧﾚｰｽﾞ、ｸﾞﾚﾌﾞ･ﾆｷﾃｨﾝ、森悠子、高木和弘、山本裕樹､ﾔﾝﾈ舘野氏らに師事。現在、京都府立医科大学に在籍。
